
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第１１号 令和６年２月 2７日 
文責：校長 延沢 教之 

自信をもって前に出ること、行動に移すことの大切さ
を学んだ                 ～６年生を送る会～ 

２月１６日、１年間お世話になった６年生
に感謝の気持ちを伝える６年生を送る会が
行われました。全校生で楽しむクイズや在
校生からの歌と色紙のプレゼント、６年生か
らの歌とメッセージがありました。 
クイズでは、在校生の正解を一緒に喜ん
であげる６年生の姿が見られ、最後まで優
しい６年生だなあと感じました。 
在校生の歌では、後期後半「歌」をがん 

ばることを目標に取り組んできただけ
あって、みんな一生懸命歌う姿はきっ
と６年生に気持ちが伝わったと思いま
す。色紙を渡す時も、台本を見て言うの
ではなく、自分の言葉を素直に表して
いました。 
６年生の歌に合わせて体を動かしな

がら聴いている在校生もいて、みんな
が一体となった６年生を送る会になり
ました。 

〈
送
る
会
の
計
画
・
運
営
の
中
心
と
し
て
活
躍

し
た
五
年
生
の
感
想
か
ら
〉 

・
一
年
生
が
分
か
ら
な
い
時
き
ち
ん
と
説
明
で

き
た
。 

・
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
気
持
ち
が
普
段
の
生

活
や
行
事
に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。 

・
み
ん
な
を
ま
と
め
る
の
は
、
や
っ
ぱ
り
難
し

い
と
思
っ
た
。 

・
自
信
を
も
っ
て
行
動
し
た
り
自
分
か
ら
進
ん

で
活
動
し
た
り
す
る
た
め
に
は
、
練
習
が
必

要
な
の
で
た
く
さ
ん
や
り
た
い
。 

・
自
分
を
信
じ
て
前
に
出
る
こ
と
、
ま
ず
行
動

に
移
す
こ
と
が
大
事
だ
と
思
っ
た
。 

 〈
在
校
生
の
感
想
か
ら
〉 

・
六
年
生
が
歌
っ
て
い
る
と
き
悲
し
か
っ
た
で
す
。

六
年
生
が
い
な
く
な
る
の
が
さ
び
し
い
で
す
。 

・
色
紙
を
渡
す
と
き
緊
張
し
た
け
れ
ど
う
ま
く
渡

す
こ
と
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。 

・
そ
う
じ
の
し
か
た
や
い
ろ
い
ろ
教
え
て
も
ら
っ

た
の
で
、
ず
っ
と
い
っ
し
ょ
に
い
た
か
っ
た
で

す
。 

〈
六
年
生
の
感
想
か
ら
〉 

・
自
分
が
一
年
前
、
五
年
生
の
時
、
準
備
や
進
行
に

苦
労
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
五
年
生

が
私
た
ち
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
く
れ
た
こ
と

が
う
れ
し
か
っ
た
し
、
感
謝
し
た
い
。 

  



 

毎年、校長講話で「東日本大震災」について児童に話しています。今年も２８日
に話す予定です。その内容を紹介します。 
今年の１月１日に能登地方で大きな地震がありました。多くの方が犠牲になりま

した。２か月がたとうとしていますが、未だに断水などで苦しみ避難生活を余儀な
くされている方がたくさんいます。お亡くなりになられた方のご冥福をお祈りする
とともに、一刻も早く元の生活に戻れるよう祈るばかりです。 
さて、１３年前の３月１１日、東北地方でも大きな地震がありました。東日本大

震災です。すでに今の小学生でこのことを経験した人はいません。６年生も産まれ
る前の出来事です。校長先生が経験したことや岩手県、宮城県、福島県に実際に行
って見てきたことをみなさんに伝えたいと思います。   
この夏、岩手県と福島県に行ってきました。岩手県では、宮古市の「たろう観光

ホテル」という震災遺構に行ってきました。そこには校長先生以外誰も訪れる人は
いなくて、このまま忘れ去られるのではないかと寂しくなりました。次に釜石市の
「鵜住居防災センター跡地」に行きました。そこでは、１６０名もの方が津波で亡
くなりました。防災センターという名前だったので、そこにみんな避難してきたの
だそうです。決して「避難するための施設」ではなかったのです。 
次の日福島県に向かいました。福島県の国道６号線を走っていてふと気づいたこ

とがありました。道路沿いに店が全くないのです。至る所に進入禁止の立て看板が
たっていて脇道に入ることができませんでした。場所によっては、かつていくつか
のお店が集まっていたであろうという場所がまるで廃墟群のようになっていると
ころもありました。原子力災害伝承館では、未だに家に帰れずにいる人が３万人も
いることを知りました。 
このように１３年たった今でも、まだまだ苦しんでいる人がたくさんいることを

痛感しました。みなさんはこのことを忘れないでほしいと思います。  
 

今も苦しんでいる人がいることを忘れないでほしい  
～東日本大震災について～ 

長年にわたる地域と学校とのつながりに感謝  

～キャリア教育文部科学大臣表彰～ 
 １月２５日に、東京でキャリア教育の
文部科学大臣表彰を受けてきました。 
特に評価していただいた点として、地
域と連携した農業体験、環境教育、防災
教育があげられます。その中でも積極
的に食農教育を展開している点を評価
していただきました。 
子どもたちが地域とのつながりの中

で豊かに学びながら成長していくこと
を地域と学校が長年にわたり実践して
きた成果だと思います。改めて地域の
方々に深く感謝申し上げます、このこ
とは、２月８日付け山形新聞でも大き
く取り上げていただきました。 

きた成果だと思います。改めて地域の方々に深く感謝申し上げます。 
このことは、２月８日付け山形新聞でも大きく取り上げていただきました。 

通学班長会　6年生作法等確認
〇 子ども会　PTA評議員会②

校務部会

〇

ＡＬＴ
〇

西T（くらしのたしかめ・読書）
〇 卒業式全体練習①

考査簿提出（下学年）
卒業生証書授与練習①

〇 考査簿提出（上学年）

はやま号
〇 卒業式全体練習②

ステージひな壇準備

卒業生証書授与練習②
〇 通知表提出

職員会議
卒業式全体練習③

〇

西Tなし（15日に移動）

〇 卒業式全体練習④

〇 卒業式総練習

午前授業・西T（修了式１・６年）
弁 通知表配付・学年会計報告

前日準備

× 卒業証書授与式

学年末休業

春分の日

教室移動（職員で）

学校利用団体打ち合わせ

離任式

1 金 B １：５０　一斉下校

2:25 3:10

１：５０　一斉下校

1:50 2:45

A

11 月 B

1:50

12 火 B

水 B

５年 ６年
安全パトロール

　　　 当番表

⑦育成会

                令和５年度　　   ３月　　行事・下校時刻・安全パトロール予定表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                                  　　　                              村山市立西郷小学校

日 曜
給

食

A

B

週
学　校　行　事 １年 ２年 ３年 ４年

2 土

7

3 日

5 火 A 矢萩　叶彩

4 月

6 水 A

8 金 A

木 A

10 日

9 土

14 木 B

13

3:10

16 土

15 金 B

18 月 A

17 日

20 水

19 火 ④地区長会

木 ⑤老人クラブ

22 金

21

24 日

23 土

26 火

25 月 ⑥民生委員

28 木

27 水

29 金 ⑧婦人会

30 土

１０：００一斉下校

31 日

12:05

2:25 3:10

2:25 3:10

2:25 3:10

2:25 3:10

2:25 3:10

2:25 3:10

2:25


